
　
多
年
に
わ
た
り
、
公
立
小
学
校
の

教
員
と
し
て
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
未
来
を
築
く
成
人
の
門
出
を
祝
し

て
、
あ
き
る
野
市
成
人
式
を
行
い
ま

す
。
▽
日
時
　
平
成
26
年
１
月
13
日
（月）
　

　
午
前
11
時
〜
11
時
50
分
（
10
時
15

　
分
か
ら
受
付
）

※
１
回
の
み
の
開
催

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
内
容
　
式
典

▽
対
象
　
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
方

※
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は
、
案

　
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
該
当
す
る

　
方
で
12
月
６
日
（金）
を
過
ぎ
て
も
案

　
内
状
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

※
現
住
所
が
市
外
で
あ
っ
て
も
、
市

　
内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
、
あ

　
き
る
野
市
成
人
式
に
参
加
希
望
の

　
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
生
涯
学
習
係
（
直
通
５
５
８
・
２

　
４
３
８
）

　
多
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
官
と

し
て
各
種
統
計
業
務
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
多
年
に
わ
た
り
、
特
定
郵
便
局
長

と
し
て
郵
政
事
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
小
・
中
学
校

に
入
学
す
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭

に
、
12
月
中
旬
に
「
入
学
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

▽
次
に
該
当
す
る
方
は
連
絡
し
て
く

　
だ
さ
い

　●

入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
方

　●

入
学
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
後
、

　
転
居
か
転
出
し
た
方

　●

平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
転
居
か

　
転
出
す
る
予
定
の
方

　●

国
立
・
都
立
・
私
立
の
小
・
中
学

　
校
な
ど
に
入
学
す
る
方
（
入
学
決

　
定
後
、
入
学
校
の
入
学
許
可
書
と

　
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
届
け
出
て

　
く
だ
さ
い
）

　●

外
国
人
の
方
で
入
学
を
希
望
す
る

　
方
（
就
学
願
を
提
出
し
て
い
る
方

　
は
不
要
で
す
）

▽
問
合
せ
　
教
育
総
務
課
学
務
係

　
平
成
25
年
10
月
分
（
12
月
支
払
い

分
）
か
ら
の
年
金
支
払
額
は
、
こ
れ

ま
で
の
支
払
額
か
ら
１
　
分
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
平
成
25
年
９
月
分
ま
で

の
年
金
額
が
、
平
成
12
年
度
か
ら
14

年
度
に
か
け
て
物
価
が
下
落
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
据
え
置
か
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
本
来
よ
り
も
2.5
　
分
高
い

水
準
（
特
例
水
準
）
と
な
っ
た
た
め
、

調
整
を
図
る
も
の
で
す
。
今
後
は
、

平
成
26
年
４
月
に
１
　
分
を
、
平
成

27
年
４
月
に
0.5
　
分
を
そ
れ
ぞ
れ
引

き
下
げ
る
予
定
で
す
（
物
価
・
賃
金

が
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
引
下
げ
幅

は
縮
小
し
ま
す
）
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
特
例
水
準

を
解
消
し
、
年
金
財
政
の
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
将
来
の
年
金
受
給
者

と
な
る
若
い
世
代
に
も
考
慮
し
て
、

世
代
間
の
公
平
を
図
り
ま
す
。

　
10
月
分
か
ら
の
年
金
額
（
満
額
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
老
齢
基
礎
年
金
　
77
万
８
５
０
０

　
円
▽
障
害
基
礎
年
金

　●

１
級
…
97
万
３
１
０
０
円

　●

２
級
…
77
万
８
５
０
０
円

▽
遺
族
基
礎
年
金
（
子
１
人
）
　
１

　
０
０
万
２
５
０
０
円

　●

内
訳
…
基
本
額
77
万
８
５
０
０

　
円
、
加
算
額
22
万
４
千
円

▽
問
合
せ
　
青
梅
年
金
事
務
所
（
☎

　
０
４
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

　
消
防
団
員
と
し
て
の
長
年
に
わ
た

る
献
身
的
な
活
躍
と
数
々
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
３
人
の
方
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　●

木
村
史
昭
氏
（
第
３
分
団
長
）

　●

山
　
順
一
氏
（
第
６
分
団
長
）

　●

塩
野
恵
司
氏
（
第
２
分
団
長
）

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災
安
全

　
係

▽
日
時
　
12
月
17
日
（火）
　
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
５
階
５
０
３
会
議

　
室
▽
付
議
予
定
案
件
名

　●

秋
多
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の

　
変
更
に
つ
い
て

▽
傍
聴
者
数
　
10
人
以
内
（
会
議
開

　
催
の
30
分
前
に
傍
聴
希
望
者
が
10

　
人
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▽
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
計
画
係

　
八
王
子
市
美
山
町
と
小
津
町
に
計

画
さ
れ
て
い
る
「
菱
光
石
灰
工
業
株

式
会
社
八
王
子
砕
石
工
場
採
掘
区
域

拡
張
事
業
そ
の
２
」
に
つ
い
て
、
環

境
影
響
評
価
書
案
を
公
表
し
、
環
境

の
保
全
の
見
地
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

▽
縦
覧
・
閲
覧
期
間
　
12
月
２
日
（月）

　
〜
平
成
26
年
１
月
６
日
（月）

▽
縦
覧
場
所
　
生
活
環
境
課
、
八
王

　
子
市
役
所
環
境
政
策
課
、
東
京
都

　
環
境
局
都
市
地
球
環
境
部
環
境
都

　
市
づ
く
り
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎

　
８
階
）
、
東
京
都
多
摩
環
境
事
務

　
所
管
理
課
（
立
川
合
同
庁
舎
４

　
階
）

▽
縦
覧
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午

　
後
４
時
30
分
（
土
曜
・
日
曜
日
、

　
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▽
閲
覧
場
所
・
時
間

　●

五
日
市
出
張
所
…
午
前
９
時
30
分

　
〜
午
後
４
時
30
分
（
土
曜
・
日
曜

　
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　●

中
央
図
書
館
…
午
前
10
時
〜
午
後

　
７
時
30
分
（
金
曜
日
、
第
３
火
曜

　
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。
土
曜
・

　
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
30
分

　
ま
で
）

　●

東
部
図
書
館
エ
ル
…
午
前
10
時
〜

　
午
後
５
時
30
分
（
月
曜
日
、
祝
日
、

　
年
末
年
始
を
除
く
。
水
曜
日
の
み

　
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

▽
意
見
書
の
提
出
　
環
境
保
全
の
見

　
地
か
ら
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

　●

提
出
方
法
…
12
月
２
日
（月）
か
ら
平

　
成
26
年
１
月
15
日
（水）
ま
で
に
、
対

　
象
事
業
名
、
氏
名
、
住
所
と
意
見

　
を
記
入
の
上
、
郵
送
（
当
日
消
印

　
有
効
）
す
る
か
直
接
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

▽
意
見
書
の
提
出
・
問
合
せ
　
東
京

　
都
環
境
局
都
市
地
球
環
境
部
環
境

　
都
市
づ
く
り
課
（
〒
１
６
３
―
８

　
０
０
１
　
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８

　
―
１
、
☎
03
・
５
３
８
８
・
３
４

　
４
０
）

▽
日
時
・
場
所

　●

１
回
目
…
12
月
13
日
（金）
　
午
後
６

　
時
、
美
山
工
業
団
地
（株）
組
合
会
館

　
（
八
王
子
市
美
山
町
２
１
６
１
―

　
２
）

　●

２
回
目
…
12
月
14
日
（土）
　
午
後
６

　
時
、
小
津
町
会
館
（
八
王
子
市
小

　
津
町
５
５
４
）

▽
問
合
せ
　
菱
光
石
灰
工
業
株
式
会

　
社
（
☎
０
４
２
・
６
５
１
・
３
０

　
１
１
）

　
平
成
25
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の

間
、
市
内
で
14
件
、
合
計
６
１
０
０

万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

現
金
を
直
接
、
手
渡
し
す
る
被
害
も

増
え
て
い
ま
す
。

▽
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　●

子
ど
も
や
孫
を
名
乗
り
「
携
帯
電

　
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
連
絡

　
が
あ
り
、
「
電
車
の
中
で
カ
バ
ン

　
を
な
く
し
た
」
「
女
性
と
ト
ラ
ブ

　
ル
が
あ
っ
た
」
「
会
社
の
お
金
を

　
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
」
な
ど
の

　
理
由
で
お
金
を
要
求
さ
れ
た
と
き

　
は
詐
欺
で
す
。

　●

電
話
の
声
だ
け
で
は
見
抜
け
ま
せ

　
ん
。
「
親
子
な
ら
声
を
聞
き
間
違

　
え
な
い
」
と
い
う
の
は
思
い
込
み

　
で
す
。
合
言
葉
な
ど
の
約
束
事
を

　
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　●

「
私
は
だ
ま
さ
れ
る
は
ず
が
な

　
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
方
は
要

　
注
意
で
す
。

　●

身
近
な
方
を
詐
欺
被
害
か
ら
守
る

　
た
め
、
普
段
か
ら
連
絡
を
取
り
注

　
意
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
時
は
、
警

　
察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
五
日
市
警
察
署
（
☎
５

　
９
５
・
０
１
１
０
）
、
福
生
警
察

　
署
（
☎
５
５
１
・
０
１
１
０
）
、

　
地
域
防
災
課
防
災
安
全
係

　
都
と
区
市
町
村
で
は
、
安
定
し
た

税
収
確
保
と
納
税
の
公
平
性
確
保
を

目
指
し
て
、
12
月
を
「
オ
ー
ル
東
京

滞
納
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
強
化
月
間
」
と
位
置

づ
け
、
都
と
区
市
町
村
が
連
携
し
た

広
報
や
催
告
に
よ
る
納
税
推
進
、
差

し
押
さ
え
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索

等
に
よ
る
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど
、

多
様
な
徴
収
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
徴
税
課
徴
税
係

新
小
・
中
学
生
に

入
学
通
知
書
を
送
り
ま
す

東
京
都
消
防
褒
賞

　
　
　
　
　
を
受
賞

都
市
計
画
審
議
会
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　木藤男さん南原克義さん浦野修さん

木村史昭氏塩野恵司氏 山　順一氏

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト


